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平
成

年
の
積
丹
町
交
通
安
全
指

20

導
員
会
（
川
井
順
應
会
長
）
の
出
初

式
が
２
月

日
、
町
総
合
文
化
セ
ン

20

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
で
は
、
余
市
警
察
署
長
、

福
井
貞
吉
町
交
通
安
全
協
会
長
な
ど

か
ら
激
励
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
の
ち
、
川
井
会
長
か
ら
「
私
た

ち

名
の
交
通
安
全
指
導
員
は
、
今

20
日
よ
り
ま
た
心
を
新
た
に
し
、
一
丸

と
な
っ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、
交

通
安
全
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
出

席
し
た
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
今
年
１

年
の
交
通
事
故
防
止
へ
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
に
先
立
ち
、
永
年

に
わ
た
り
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ

れ
た
交
通
安
全
功
労
者
と
団
体
、
優

良
運
転
者
あ
わ
せ
て

人
と
３
団
体

45

に
対
し
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
長

表
彰
以
上
の
み
掲
載
。
敬
称
略
。）

◆
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

・
交
通
安
全
功
労
者

金
杉

國
徳
さ

ん

（
余
別
町
）

・
優
良
運
転
者

松
尾

稔
さ

ん

（
美
国
町
）

◆
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章

・
優
良
運
転
者

清
水

辰
夫
さ

ん

（
美
国
町
）

◆
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
・
札

幌
方
面
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

・
交
通
安
全
功
労
者

播
磨

昭
彦
さ

ん

（
美
国
町
）

・
優
良
運
転
者

新
井
田
優
幸
さ

ん

（
余
別
町
）

佐
藤

健
治
さ

ん

（
美
国
町
）

◆
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

・
優
良
運
転
者
（

年
以
上
）

30

高
杉

廣
さ

ん

（
美
国
町
）

能
代
谷
直
子
さ

ん

（
余
別
町
）

林

昌
司
さ

ん

（
美
国
町
）

福
井

寛
さ

ん

（
美
国
町
）

道
房

勤
さ

ん

（
美
国
町
）

・
優
良
運
転
者
（

年
以
上
）
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笹
山

京
子
さ

ん

（
美
国
町
）

◆
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

・
交
通
安
全
功
労
団
体

美
国
宝
寿
会

入
舸
老
人
ク
ラ
ブ

入
舸
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
優
良
運
転
者
（

年
以
上
）
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佐
藤

晃
さ

ん

（
美
国
町
）

吉
田

政
彦
さ

ん

（
野
塚
町
）

・
優
良
運
転
者
（

年
以
上
）

10

飯
田

隆
さ

ん

（
美
国
町
）

町
の
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推

進
す
る
町
長
の
諮
問
機
関
「
積
丹
町

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
が
新
し

い
委
員
を
迎
え
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。委

員
会
は
、
町
民
の
視
点
・
目
線

か
ら
見
た
率
直
な
意
見
等
を
改
革
に

反
映
さ
せ
、
行
政
と
住
民
が
一
丸
と

な
っ
た
行
政
運
営
を
め
ざ
そ
う
と
平

成

年

月
に
設
置
、
町
内
の
産
業

16

12

団
体
や
主
婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

の
方
々
で
構
成
さ
れ
た
委
員

人
が

10

町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
し
く
２
人
の
委
員
が
就
任
（
８
人

は
再
任
）
し
、
１
月

日
に
総
合
文

28

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
委
員
会
で
、

益
子
町
長
か
ら
委
員
一
人
ひ
と
り
に

任
命
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
、
山
本
俊
三
さ
ん
が
引

き
続
き
就
任
し
、
会
長
職
務
代
理
に

は
山
本
会
長
か
ら
佐
藤
義
美
さ
ん
が

指
名
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

回
開
催

24

し
、

項
目
を
超
え
る
事
務
事
業
の

50

調
査
検
討
を
行
い
、
町
営
浴
場
の
廃

止
や
上
下
水
道
使
用
料
金
の
引
上
げ
、

ご
み
の
有
料
化
な
ど

項
目
に
わ
た

19

る
事
務
事
業
に
つ
い
て
町
長
か
ら
の

諮
問
に
応
じ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
と
住
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
か

ら
町
民
の
視
点
に
立
っ
て
町
長
に
答

申
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
民
参
加
に
よ
る
行
財

政
改
革
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

積
丹
町
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

山
本

俊
三
さ

ん

（
美
国
町
・
再
）

戸
来

和
子

さ
ん

（
美
国
町
・
再
）

加
藤

郁
夫

さ
ん

（
幌
武
意
町
・
再
）

美
濃

寛
さ

ん

（
野
塚
丸
山
・
新
）

石
岡

誠
晃

さ
ん

（
入
舸
町
・
再
）

鳴
海

君
子

さ
ん

（
入
舸
町
・
再
）

佐
藤

義
美

さ
ん

（
日
司
町
・
再
）

郷
六

憲
子

さ
ん

（
野
塚
町
・
再
）

大
西
貴
久
子

さ
ん

（
来
岸
町
・
再
）

安
宅

範
子

さ
ん

（
余
別
町
・
新
）

町
民
参
加
に
よ
る
町
づ
く
り

町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
を
紹
介
し
ま
す

「
無
事
故
の
ま
ち

積
丹
町
」へ
誓
い
新
た

積
丹
町
交
通
安
全
指
導
員
出
初
式

交
通
安
全
功
労
者
等
へ
表
彰
伝
達



5

婦
美
町
の
東
美
知
さ
ん
が
、
北
海

道
新
聞
の
生
活
面
に
連
載
さ
れ
て
い

る
女
性
の
投
稿
欄
「
い
ず
み
」
の
２

０
０
７
年
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

年
間
投
稿
数
が
２
，
５
０
０
点
以
上

あ
る
中
、
掲
載
さ
れ
た
の
は
１
割
程

度
で
、
そ
の
掲
載
さ
れ
た
中
か
ら
、

大
賞
１
点
、
奨
励
賞
３
点
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

東
さ
ん
が
受
賞
し
た
投
稿
は
、
９

月

日
に
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

29
で
、「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
と
題
し
、
自

ら
の
身
に
押
し
寄
せ
る
肉
体
の
衰
え

を
感
じ
な
が
ら
も
、
家
族
等
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
目
標
を
も
っ
て
前
向

き
に
生
き
る
姿
が
選
考
す
る
審
査
員

の
目
に
と
ま
り
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

積
丹
町
商
工
会
女
性
部
（
葛
西
幸

子
部
長
、
部
員

人
）
は
、
交
通
安

47

全
へ
の
願
い
を
込
め
た
「
愛
の
鈴
」

と
新
入
学
児
童
へ
贈
る
「
交
通
安
全

の
お
守
り
」
を
２
月

日
、
町
へ
寄

12

贈
し
ま
し
た
。

愛
の
鈴
の
寄
贈
は
、昭
和

年
か
ら

53

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
同
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
、
仕
事
や
家
事
の
合
間
に

１
年
か
け
、
心
を
込
め
て
コ
ツ
コ
ツ
製

作
し
て
い
る
手
作
り
品
で
す
。

こ
の
日
は
、
葛
西
部
長
と
会
員
２

人
が
役
場
を
訪
れ
、
益
子
町
長
へ
手

渡
し
ま
し
た
。

お
守
り
は
町
を
通
じ
て
小
学
校
の

入
学
式
に
、
鈴
は
春
の
交
通
安
全
運

動
期
間
に
街
頭
啓
発
を
行
い
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
配
布
し
て
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
全
国
の
商
工
会
女
性
部

で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
の
「
愛
の

鈴
」
は
、
近
年
で
は
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
取
り
組
む
団
体
が
減
っ
て
き
て
い

る
中
、
葛
西
部
長
は
、「
新
入
学
児
童
が

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
「
愛
の
鈴
」

を
ぶ
ら
下
げ
て
、
元
気
に
登
下
校
し
て

い
る
姿
を
見
か
け
る
と
う
れ
し
さ
と

同
時
に
交
通
事
故
に
は
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
愛
の
鈴
は
女
性
部
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
へ
願
い
を
込
め
て

町
商
工
会
女
性
部
「
愛
の
鈴
」
を
寄
贈

昨
年

月

日
付

11

30

け
で
保
護
司
を
退
任

さ
れ
た
道
房
勤
さ
ん

に
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。道

房
さ
ん
は
、
昭

和

年
５
月
保
護
司

63
に
就
任
以
来
、

年
19

間
に
わ
た
り
保
護
観

察
を
受
け
て
い
る
人
の
生
活
状
況

を
把
握
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
き

た
ほ
か
、
本
人
が
刑
務
所
、
少
年

院
等
か
ら
社
会
復
帰
を
果
た
し
た

と
き
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生
活
を
営

め
る
よ
う
、
帰
住
先
の
環
境
の
調

整
や
相
談
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
後
任
に
は
、
井
端
順
司

さ
ん
（
余
別
町
）
が
委
嘱
さ
れ
た

ほ
か
、岩
本
幹
兒
さ
ん（
美
国
町
）、

川
井
順
應
さ
ん
（
入
舸
町
）
が
保

護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
房

勤
さ
ん（
美
国
町
）

保
護
司

年

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

19

東 美知さん（婦美町）
北海道新聞社から奨励賞




